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平成１９年第４回竜王町議会定例会（第１号） 

平成１９年１２月４日 

午前１１時００分開会 

於 議 場 

１ 議 事 日 程（１日目） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議第６６号  竜王町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ４ 議第６７号 竜王町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する

条例 

日程第 ５ 議第６８号 竜王町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ６ 議第６９号 竜王町企業職員の給与の種類および基準に関する条例の一部

を改正する条例 

日程第 ７ 議第７０号 平成１９年度竜王町一般会計補正予算（第４号） 

日程第 ８ 議第７１号 平成１９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補

正予算（第２号） 

日程第 ９ 議第７２号  平成１９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）補

正予算（第２号） 

日程第１０  議第７３号  平成１９年度竜王町老人保健医療事業特別会計補正予算（第３

号） 

日程第１１ 議第７４号  平成１９年度竜王町学校給食事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第１２ 議第７５号  平成１９年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第１３ 議第７６号  平成１９年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第１４ 議第７７号  平成１８年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１５ 議第７８号  平成１８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳

入歳出決算認定について 

日程第１６ 議第７９号  平成１８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）歳

入歳出決算認定について 

日程第１７ 議第８０号  平成１８年度竜王町老人保健医療事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程第１８ 議第８１号  平成１８年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定

について 
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日程第１９ 議第８２号  平成１８年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第２０ 議第８３号  平成１８年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

日程第２１ 議第８４号  町道路線の認定について 

日程第２２ 議第８５号  八日市衛生プラント組合規約の変更について 

日程第２３ 議第８６号  布引斎苑組合の解散について 

日程第２４ 議第８７号  布引斎苑組合の解散に伴う財産処分について 

日程第２５ 議員派遣について 
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２ 会議に出席した議員（１２名） 

 １番  岡 山 富 男  ２番  大 橋  弘 

 ３番  村 田 通 男  ４番  山 田 義 明 

 ５番  山 添 勝 之  ６番  圖 司 重 夫 

 ７番  貴 多 正 幸  ８番  蔵 口 嘉 寿 男 

 ９番  菱 田 三 男  １０番  小 森 重 剛 

 １１番  若 井 敏 子  １２番  寺 島 健 一 

３  会議に欠席した議員 

 な   し 

４ 会議録署名議員 

  ３番  村 田 通 男  ４番  山 田 義 明 

５  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者 

町 長  山 口 喜 代 治  代 表 監 査 委 員  小 林 德 男 

副 町 長  勝 見 久 男  教 育 長  岩 井 實 成 

会 計 管 理 者  青 木  進  総 務 政 策 主 監  小 西 久 次 

住 民 福 祉 主 監  北 川 治 郎  産 業 建 設 主 監  宮 本 博 昭 

総 務 課 長  赤 佐 九 彦  生活安全課課長補佐  知 禿 雅 仁 

住 民 税 務 課 長  山 添 登 代 一  健 康 推 進 課 長  竹 山 喜 美 枝 

産業振興課長兼農
業委員会事務局長 

 川 部 治 夫  建 設 水 道 課 長  田 中 秀 樹 

教 育 次 長  松 浦 つ や 子  学 務 課 長  木 村 公 信 

６  職務のため議場に出席した者 

議 会 事 務 局 長  布 施 九 蔵  書 記  古 株 三 容 子 
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開会 午前１１時００分 

○議長（寺島健一） 皆さん、こんにちは。 

 ただいまの出席議員数は、１２人であります。よって、定足数に達しています

ので、これより平成１９年第４回竜王町議会定例会を開会いたします。 

 会議に入ります前に、町長より発言の申し出がございますので、これを認める

ことにいたします。山口町長。 

○町長（山口喜代治） 皆さん、こんにちは。 

   平成１９年第４回定例会の開会にあたりまして、一言ごあいさつを申し上げま

す。 

   本日定例会を招集いたしましたところ、大変ご多用の中、全員ご出席賜り、厚

くお礼を申し上げます。 

   師走の月に入りまして早や４日を迎えました。何かと気ぜわしい時期となり、

議員各位には１０月１日より、第１４期議員として日々議会活動にご専念をいた

だいておりますことに心より敬意を表し、感謝を申し上げる次第であります。 

   なお、平素は町政万般にわたり格段のご指導・ご鞭撻を賜り、厚くお礼を申し

上げます。 

   さて、本日提案させていただく案件につきましては、条例改正４件、一般会計

補正予算１件、特別会計補正予算６件、一般会計歳入歳出決算認定及び特別会計

歳入歳出決算認定７件、町道認定１件、八日市衛生プラント組合規約の変更につ

いて１件、布引斎苑組合の解散について１件、布引斎苑組合の解散に伴う財産処

分について１件、計２２件を提案させていただくものであります。 

   議員の皆さま方には慎重なご審議を賜りご承認いただきますよう、よろしくお

願いを申し上げます。 

   竜王町におきましても盛りだくさんの課題が山積をしておりますので、町の現

況情報を提供させていただき、議員の皆さまをはじめ町民の皆さま方、行政とが

一体となり、竜王のまちづくりに努力をしてまいる所存でございますので、よろ

しくお願いを申し上げまして、開会のごあいさつとさせていただきます。 

○議長（寺島健一） これより本日の会議を開きます。 

 皆さんのお手元に、専決処分報告書および議会諸般報告書ならびに竜王町議会

会議規則第１１９条の規定による議員派遣報告書を配付いたしましたので、よろ

しくお願いいたします。なお、説明は省略いたしますので、ご了承願います。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 
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～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○議長（寺島健一） それでは、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議規則第１１８条の規定により、３番 村田通男議員、４番 山田義明議員

を指名いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ２ 会期の決定 

○議長（寺島健一） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から１２月２１日までの１８日

間といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（寺島健一） ご異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本日か

ら１２月２１日までの１８日間と決定いたしました。 

なお、会期中の日程につきましては、お手元に配付いたしました日程表により

会議を進めてまいりたいと思いますので、ご協力のほどをお願い申し上げます。 

 それでは、これより議事に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ３ 議第６６号 竜王町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ４ 議第６７号  竜王町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する

条例 

日程第 ５ 議第６８号  竜王町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ６ 議第６９号 竜王町企業職員の給与の種類および基準に関する条例の一部を

改正する条例 

日程第 ７ 議第７０号 平成１９年度竜王町一般会計補正予算（第４号） 

日程第 ８ 議第７１号 平成１９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補

正予算（第２号） 

日程第 ９ 議第７２号 平成１９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）補

正予算（第２号） 

日程第１０ 議第７３号 平成１９年度竜王町老人保健医療事業特別会計補正予算（第３

号） 

日程第１１ 議第７４号 平成１９年度竜王町学校給食事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第１２ 議第７５号 平成１９年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 
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日程第１３ 議第７６号 平成１９年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第１４ 議第７７号 平成１８年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１５ 議第７８号 平成１８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳

入歳出決算認定について 

日程第１６ 議第７９号 平成１８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）歳

入歳出決算認定について 

日程第１７ 議第８０号 平成１８年度竜王町老人保健医療事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

日程第１８ 議第８１号 平成１８年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第１９ 議第８２号 平成１８年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

日程第２０ 議第８３号 平成１８年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

日程第２１ 議第８４号 町道路線の認定について 

日程第２２ 議第８５号 八日市衛生プラント組合規約の変更について 

日程第２３ 議第８６号 布引斎苑組合の解散について 

日程第２４ 議第８７号 布引斎苑組合の解散に伴う財産処分について 

○議長（寺島健一） 日程第３ 議第６６号から日程第２４ 議第８７号までの２２

議案を一括議題といたします。 

   提案理由の説明を求めます。山口町長。 

○町長（山口喜代治） ただいま一括上程いただきました議第６６号から議第８７号

までの２２議案につきまして、順を追って提案理由を申し上げます。 

   まず、議第６６号から議第７６号までの１１議案につきまして提案理由を申し

上げます。 

   議第６６号、竜王町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につ

きましては、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律が平成

１９年８月１日に施行され、職員が職務を完全に離れることなく育児を行うこと

を可能とする育児のための短時間勤務を認める制度が創設されました。 

   育児短時間勤務とは、職員の小学校就学の始期に達するまでの子を養育するた

めに、常勤職員のまま、幾つかある勤務の形態から選択し、希望する日および時

間帯に勤務することができる制度であります。 
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   本町の職員においても、子育て支援を推進する観点から、本制度の導入を行う

ものとし、条例の施行日は平成２０年１月１日からといたしたく、提案申し上げ

るものでございます。 

   次に、議第６７号、竜王町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例につきましては、先ほど説明申し上げました竜王町職員の育児休業等に

関する条例と関連しており、育児短時間勤務制度の導入を行うにあたり、短時間

勤務職員の１週間の勤務時間、週休日および勤務時間の割り振り、時間外勤務な

らびに年次有給休暇についての取り扱いについて定める必要が生じますことか

ら、条例の施行日は平成２０年１月１日からといたしたく、提案申し上げるもの

でございます。 

   次に、議第６８号、竜王町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

きましては、人事院勧告に伴い一部改正するものです。 

   近年の公務員給与は、民間企業の厳しい経営環境を反映して、平成１１年度以

降５年連続で賞与の年間支給月数が対前年度比マイナスとなり、平成１４年度以

降２年連続で月例給の引き下げとなりましたが、平成１６年度においては、景気

の回復傾向を背景として、月例給・賞与とも、前年の水準が維持されました。 

   また、平成１７年度は、公務員の月例給が民間を０.３６％上回っていることか

ら、月例給を民間水準まで引き下げ、賞与については、民間の年間支給割合が公

務員の年間支給月数を上回ったことから、０.０５月分の引き上げを行うことに

なりました。 

   併せて、この年の勧告時に公務員の給与制度の抜本的な改革を行うことが表明

され、平成１８年度から２２年度までの５年間、職務級の徹底と成績主義の推進

を図れる制度に転換をしていくこととなり、平成１８年４月から４.８％の月例

給の引き下げが実施されました。 

   また、この年の人事院勧告は、官民給与の格差は極めて小さいことから、給与

の改定は行われませんでした。 

   本年は、民間給与と格差が０.３５％となり、９年ぶりに月例給を引き上げる人

事院勧告が行われました。 

   今回の給与改正の主なポイントといたしましては、１つ目に、官民格差を埋め

るため初任給を中心に若年層に限定して月例給の引き上げを行うこと、２つ目に、

子等に係る扶養手当を月額６,０００円から６,５００円に引き上げること、３つ

目に、賞与を年間０.０５月分引き上げを行うことでございます。 
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   給料と扶養手当の改正については、平成１９年４月１日から適用し、賞与につ

いては１２月賞与で引き上げることとし、既に支払い済みの給与に対して生じる

差額については、本改正についてお認めをいただきました後に支給を行い、条例

の施行日は公布の日からといたしたく、提案申し上げるものでございます。 

   次に、議第６９号、竜王町企業職員の給与の種類および基準に関する条例の一

部を改正する条例につきましては、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部

を改正する法律が平成１９年８月１日に施行され、育児休業を取得できる対象職

員が、「３歳に満たない子を養育する者」から「小学校就学の始期に達するまで

の子を養育する者」に拡大されました。 

   また、雇用保険法の一部を改正する法律が平成１９年１０月１日に施行され、

退職後１年以内に失業している場合に、雇用保険法に規定する基本手当の額に達

する退職手当の支給を受けていない場合に、その差額に相当する金額を退職手当

として支給できる職員の勤続期間を「６月以上」から「１２月以上」に改められ

ました。 

   これらの法改正に加えて文言の修正を行うため、一部改正し、条例の施行日は

平成２０年１月１日からといたしたく、提案申し上げるものでございます。 

   次に、議第７０号、平成１９年度竜王町一般会計補正予算（第４号）につきま

しては、現在お認めをいただいております補正予算（第３号）までの予算額が４

９億７,２８１万８,０００円でございます。 

   今回、総額に歳入歳出それぞれ４,４５３万１,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ５０億１,７３４万９,０００円といたしたいもの

でございます。 

   今回の補正予算の主なものとしましては、議員定数を減数されたことにより報

酬・手当・共済費の減額、町税過年度過誤納還付金、電算プログラム開発委託料、

福祉医療扶助費、保育所運営費、県単独土木建設事業負担金、電子通信機器等借

上料など、事業の進捗、実績の増減見込みによります予算調整、障害者自立支援

基盤整備事業補助金、通所サービス利用促進事業補助金の増額および人件費の増

額などでございます。 

   また、債務負担行為補正といたしましては、公民館教室用コンピュータ整備事

業に対しまして、当初、債務負担行為の設定をお認めをいただいておりましたが、

執行方法を変更して、今年度、事業に機器等の備品購入費を補正予算に計上して

おりますので、この事業に係る債務負担行為を廃止するものでございます。 
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   地方債につきましては、臨時地方道整備事業債、中学校大規模改造事業債、臨

時財政対策債に係る借入額の確定に伴う限度額の変更でございます。 

   次に、議第７１号、平成１９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

補正予算（第２号）につきましては、現在お認めいただいております補正予算（第

１号）までの予算額が８億４,６５２万円でございます。 

   今回、総額に歳入歳出それぞれ２,３１２万１,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ８億６,９６４万１,０００円といたしたいもので

ございます。 

   補正予算の主な内容といたしましては、保険給付費が伸びたことによります療

養給付費等の増額をお願いするものでございます。 

   歳入では、療養給付費等国庫負担金が２７１万９,０００円、国庫財政調整交付

金が１４７万６,０００円、療養給付費等交付金が４０４万円、その他繰越金が

１,３２６万３,０００円のそれぞれ増額でございます。 

   歳出では、一般被保険者療養給付費が１,１００万円、退職被保険者等療養給付

費が４００万円、一般被保険者高額療養費が５００万円のそれぞれの増額でござ

います。 

   次に、議第７２号、平成１９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）

補正予算（第２号）につきましては、現在お認めいただいております補正予算（第

１号）までの予算額が医科８,８００万円、歯科５,１４３万７,０００円でござ

います。 

   今回、総額に歳入歳出それぞれ医科２００万円、歯科６５万２,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ医科９,０００万円、歯科５,２０８

万９,０００円といたしたいものでございます。 

   補正予算の主な内容といたしましては、医科では、医薬品衛生材料費の増額と

人件費の調整等に係る一般管理費の増額、歯科では、人件費の調整等に係る一般

管理費の増額でございます。歳入では、繰越金の増額でございます。 

   次に、議第７３号、平成１９年度竜王町老人保健医療事業特別会計補正予算（第

３号）につきましては、現在お認めいただいております補正予算（第２号）まで

の予算額が９億４,５７６万１,０００円でございます。 

   今回、総額に歳入歳出それぞれ２２０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ９億４,７９６万１,０００円といたしたいものでございます。 

   補正予算の主な内容といたしましては、老人医療費支給費が増嵩していること



 - 10 - 

から、医療費支給費負担金の増額をお願いするものでございます。 

   歳入につきましては、医療費支給費の増額に伴います支払基金交付金、国庫支

出金、県支出金、一般会計繰入金のそれぞれルール分の増額でございます。 

   次に、議第７４号、平成１９年度竜王町学校給食事業特別会計補正予算（第１

号）につきましては、現在お認めをいただいております当初予算額が５,８００

万円でございます。 

   今回、総額に歳入歳出それぞれ６３万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ５,８６３万円といたしたいものでございます。 

   補正予算の内容といたしましては、園児・生徒の人数の見込みの調整等により

ます給食事業費の増額をお願いするものでございます。 

   歳入では、給食費負担金と繰越金の増額でございます。 

   次に、議第７５号、平成１９年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第３号）

につきましては、現在お認めいただいております補正予算（第２号）までの予算

額が８億１,１７１万３,０００円でございます。 

   今回、総額から歳入歳出それぞれ２,５６１万円を減額し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ７億８,６１０万３,０００円といたしたいものでございま

す。 

   補正予算の主な内容といたしましては、平成１９年度の執行調整等によるもの

で、事業費の組み替え、公共下水道基本計画の見直し、事業再評価業務、琵琶湖

流域下水道事業負担金等の増額と農業集落排水の機能強化対策工事等の減額で

ございます。 

   歳入では、繰越金の増額と一般会計繰入金ならびに町債の減額でございます。 

   また、執行調整によります地方債の変更につきましても補正措置をお願いする

ものでございます。 

   次に、議第７６号、平成１９年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第２号）

につきましては、現在お認めいただいております補正予算（第１号）までの予算

額が５億４,９１０万９,０００円でございます。 

   今回、総額に歳入歳出それぞれ４９万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ５億４,９５９万９,０００円といたしたいものでございます。 

   補正予算の主な内容といたしましては、保険給付費の実績見込みによります保

険給付費の調整と地域支援事業費の人件費の調整によります増額でございます。 

   歳入では、一般会計繰入金の増額でございます。 
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   以上、議第６６号から議第７６号までの１１議案につきまして提案理由を申し

上げましたところでございますが、議第７０号および議第７５号につきましては、

詳細について担当課長より説明をさせますので、よろしくご審議を賜りご承認を

いただきますようお願い申し上げ、提案理由といたします。 

○議長（寺島健一） 赤佐総務課長。 

○総務課長（赤佐九彦） ただいま、町長から提案理由の説明があったわけでござい

ますが、平成１９年度竜王町一般会計補正予算（第４号）の内容について、お手

元配付の補正予算の概要により、説明をさせていただきます。 

   平成１９年度竜王町一般会計予算の総額は、お認めいただいております補正予

算（第３号）までの予算額が４９億７,２８１万８,０００円で、今回、補正予算

（第４号）として歳入歳出それぞれ４,４５３万１,０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ５０億１,７３４万９,０００円とするものでご

ざいます。 

   補正予算の主な内容といたしましては、まず歳入予算では、保育所入所者の増

加に伴います保育所運営費負担金が７２７万４,０００円の増額、事業費の確定

に伴います中学校大規模改造事業国庫補助金が１０２万６,０００円の増額、障

害者自立支援緊急特別対策事業費県補助金が３５１万９,０００円の増額、前年

度繰越金が２,５２６万円の増額、保育所の町外からの入所者が減少したことに

伴います広域入所受託運営費負担金が２３３万３,０００円の減額、日野川揚水

施設受益者納入金が１００万円の増額、県単独土木建設事業費に係ります臨時地

方道整備事業債が２１０万円、事業費の確定に伴います中学校大規模改造事業債

が１３０万円、借入額の確定に伴います臨時財政対策債が２５０万円のそれぞれ

の増額などでございます。 

   次に、歳出予算の主なものといたしましては、議員定数が減数されたことによ

ります議員報酬、手当、共済費が６５９万８,０００円の減額、実績見込みによ

ります町税過年度過誤納還付金が５００万円の増額、発達障害の早期発見のため

の療養器具として障害者用備品が１３０万円、障害者の就労支援のための施設整

備に係る障害者自立支援基盤整備事業補助金が１５０万円、障害福祉サービスを

利用する障害者への送迎サービスを行っている通所サービスの提供事業者に対

する通所サービス利用促進事業補助金が３００万円、平成２０年度の医療制度改

革に伴う福祉医療業務に係る電算プログラム開発委託料が２６２万５,０００円、

実績見込みにより福祉医療扶助費が１７４万４,０００円、保育所入所児童の増
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に伴います保育所運営費が７４２万７,０００円のそれぞれの増額、農業集落排

水事業に係ります下水道特別会計繰出金が１５０万円の減額、日野川の取水施設

の改修に係る日野川土地改良区負担金が２５０万円、県道水口竜王線の舗装工事

に係る県単独土木建設事業負担金が２４０万円のそれぞれの増額、竜王小学校・

竜王西小学校に今年度整備いたしました教育用コンピュータの額が確定したこ

とに伴います電子通信機器等借上料が２４４万３,０００円の減額、公民館での

ＩＴ講習会用の指導用備品が２３０万円の増額、事業費の額の確定により、給食

センターの配膳車が１７７万６,０００円の減額、先に町長から説明申し上げま

した竜王町職員の給与に関する条例の一部改正に伴います給与改正と時間外手

当の執行見込み等によります人件費が１,２８０万１,０００円の増額等でござ

います。 

   次に、債務負担行為補正の内容は、公民館教室用コンピュータ整備事業に係る

債務負担行為の設定をお認めをいただいておりましたが、先に歳出予算補正につ

いてご説明を申し上げましたとおり、執行方法等を変更し、機器等を購入いたし

たく、補正予算に計上しておりますので、この事業に係る債務負担行為を廃止す

るものでございます。 

   次に、地方債につきましては、借入額の確定による臨時地方道整備事業債２１

０万円、中学校大規模改造事業債１３０万円、臨時財政対策債２５０万円のそれ

ぞれの増額について、限度額の補正をお願いするものでございます。 

   以上、誠に簡単ではございますが、平成１９年度竜王町一般会計補正予算（第

４号）の概要を申し上げ、説明とさせていただきます。 

○議長（寺島健一） 田中建設水道課長。 

○建設水道課長（田中秀樹） 引き続きまして、議第７５号、平成１９年度竜王町下

水道事業特別会計補正予算（第３号）につきまして、その内容をご説明申し上げ

ます。 

   一般会計および特別会計の「歳入歳出補正予算に関する説明書」５９ページか

らの下水道事業特別会計補正予算（第３号）の「事項別明細書」によりまして説

明申し上げます。 

   補正前の予算総額は、歳入歳出それぞれ８億１,１７１万３,０００円で、今回

総額から２,５６１万円を減額いたしまして、歳入歳出予算の総額を７億８,６１

０万３,０００円とさせていただくものでございます。 

   補正予算の内容につきましては、先に町長より説明いただきましたが、平成１
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９年度の執行調整等をさせていただくものでございます。 

   まず、歳入の関係でございますが、６０ページの一般会計からの繰入金につい

て、農業集落排水施設のマンホールポンプにおけるポンプ更新および通報装置の

設置に係る工事費等の見直しに伴い１５０万円を減額、繰越金について、予算調

整に２９９万円を増額させていただくものでございます。 

   次に、町債でございますが、２,７１０万円の減額。内訳といたしましては、特

定環境保全公共下水道事業債１１０万円の増額、琵琶湖流域下水道事業債３００

万円の増額、農業集落排水事業債を３,１２０万円の減額をさせていただくもの

でございます。 

   次に、歳出の関係でございますが、６１ページ、農業集落排水事業費の施設管

理費を３,２７０万円減額させていただくものでございます。 

   その内容としましては、維持管理面からポンプの更新、通報装置の設置に係る

予算計上をしていましたが、今年度から月１回のマンホールポンプの維持管理を

公共下水道と同様に委託管理し、日常点検を行い、異常の早期発見と修理に努め

ており、その結果として、ポンプの更新、通報装置の設置について、機器の性能

も年々向上していることから、いましばらく現行管理を行っていきたく、減額と

するものでございます。 

   公共下水道事業費につきましては、管渠築造費を７０９万円増額させていただ

くものでございます。 

   その内容といたしましては、公共下水道管渠工事の入札執行残による測量試験

業務委託料への組み替え、公共下水道基本計画の見直し、事業再評価業務、事業

精査による補償費の増額、流域下水道事業の工事増に伴う流域下水道事業負担金

の増額をさせていただくものでございます。 

   以上、誠に簡単でございますが、下水道事業特別会計補正予算（第３号）の内

容説明といたします。よろしくご審議を賜りご承認をいただきますよう、お願い

申し上げます。 

○議長（寺島健一） 山口町長。 

○町長（山口喜代治） 続きまして、議第７７号から議第８３号までの７議案につき

まして、提案理由を申し上げます。 

   議第７７号から議第８３号までの７議案、平成１８年度竜王町一般会計および

特別会計の歳入歳出決算認定につきましては、地方自治法第２３３条第２項の規

定により、去る７月４日から７日間にわたり町監査委員さんによる決算審査を終
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えていただきましたので、同法第２３３条第３項の規定に基づき議会の認定に付

するものでございます。 

   以上、議第７７号から議第８３号までの７議案につきまして提案理由を申し上

げたところでございますが、詳細につきましては会計管理者から説明させますの

で、よろしくご審議賜りご承認いただきますようお願いを申し上げ、提案理由と

させていただきます。 

○議長（寺島健一） 青木会計管理者。 

○会計管理者（青木 進） それでは、議第７７号から議第８３号までの７議案につ

きまして、提案説明をさせていただきます。 

   平成１８年度一般会計ならびに各特別会計のそれぞれの決算につきましては、

地方自治法第２３３条第１項および地方自治法施行令第１６６条ならびに同法

施行規則第１６条および第１６条の２の規定により調整をいたしました決算概

要につきまして、ご説明申し上げます。 

   まず、お手元に決算報告書をお届けいたしておりますが、これを中心にしてご

説明申し上げたいと思います。 

   決算報告書の１ページをご覧いただきたいと思います。 

   一般会計の決算額は、歳入総額が６９億８,６３７万１,０４１円で、 歳出総額

が６７億１,４６０万２,０４０円となり、歳入歳出差引額は２億７,１７６万９,

００１円であります。 

   このうち、平成１９年度に繰り越しました事業に要する財源８２３万３,０００

円を差し引きますと、実質収支額は２億６,３５３万６,００１円の実質黒字とな

ります。ここから、平成１７年度の実質収支額を差し引きしますと、単年度収支

額は５,３１９万２,９９１円の黒字ということになります。さらに、財政調整基

金積立金２億８９０万１,０４０円ならびに財政調整基金積立金取り崩し額１億

７,５００万円を調整いたしますと、実質単年度収支額は８,７０９万４,０３１

円の黒字ということになります。 

   次に、決算報告書の２ペ－ジと８５ページ以降の円グラフにより、決算収支の

状況につきましてご説明申し上げます。 

   平成１８年度の歳入歳出の款別ならびに性質別構成状況を図示いたしますと、

円グラフのようになります。 

   まず、歳入の財源構成状況でございますが、自主財源が５７.２％、前年度８０.

７％、依存財源が４２.８％、前年度１９.３％となっており、全体に占める自主
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財源の割合は、依存財源を１４.４ポイント上回っておりますが、前年度と比較

いたしますと２３.５ポイントの減となっております。 

   これは、１８年度に町債の借換えを行ったことにより、依存財源の割合が増加

したことによるものでございます。 

   また、前年度との比較については、自主財源は４０億８９万７,０００円で、２

億４,０６０万８,０００円の減、対前年度比５.７％の減となり、主なものは、

繰入金が３億８,０００万円で、８,７６３万８,０００円の減、対前年度比は１

８.７％の減、諸収入が１億４,９７５万円で、９,７２３万８,０００円の減、対

前年度比３９.４％の減となりました。 

   一方、依存財源につきましては、２９億８,５４７万４,０００円で、１９億６,

８２７万５,０００円の増、対前年度比１９３.５％の増となっておりますが、主

なものとして、地方譲与税が１億６,９８５万３,０００円で、６,３２６万９,０

００円の増、対前年度比５９.４％の増、地方特例交付金は４,０５５万円で、４,

０５５万円の増で皆増となり、また借換債の発行による町債が２０億６,１１０

万円で、１８億７４０万円の増、対前年度比７１２.４％の増となっております。 

   次に、歳出での構成比を目的別に見てみますと、公債費が３３.６％、民生費が

１３.１％、教育費が１０.３％、総務費が９.１％、農林水産業費が８.０％、土

木費が７.１％、諸支出金が６.８％、衛生費が５.４％、消防費が３.７％、商工

費が１.６％、議会費が１.０％、労働費が０.２％、災害復旧費が０.１％となっ

ております。 

   前年度との比較として、歳出総額は６７億１,４６０万２,０００円で、１６億

７,９４１万３,０００円の増、対前年度比では３３.４％の増となっております。 

   増となりました主なものは、借換債を発行したことにより公債費は２２億５,

３４９万６,０００円で、１７億５,２００万７,０００円の増、対前年度比３４

９.４％の増、単独道路改良工事等により、土木費は４億７,７８９万５,０００

円で、９,２６４万１,０００円の増、対前年度比２４.０％の増、中学校大規模

改造事業等により、教育費は６億８,９１８万８,０００円で、７,５４８万８,０

００円の増、対前年度比１２.３％の増、土砂災害情報相互通報システム整備等

により、消防費は２億５,１１２万４,０００円で、２,４０１万３,０００円の増、

対前年度比１０.６％の増、墓地整備事業補助金等により、衛生費は３億６,２６

６万６,０００円で、２,３３１万４,０００円の増、対前年度比６.９％の増とな

っております。 
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   一方、減となりました主なもので、農林水産業費では、日野川地区土地改良負

担金の減少により５億４,１００万９,０００円で、１億７,１８３万３,０００円

の減、対前年度比２４.１％の減、市町村たばこ税県交付金の減により、諸支出

金は４億５,４４８万３,０００円で、１億４４３万７,０００円の減、対前年度

比１８.７％の減となっております。 

   次に、円グラフの一番最後でございますが、これらを性質別の構成比で見てみ

ますと、公債費は３３.６％、人件費は１４.８％、補助費等は１４.５％、物件

費は１０.３％、操出金は１０.１％、普通建設事業費は６.８％、扶助費は５.８％、

積立金は３.７％、維持補修費は０.２％、貸付金および災害復旧事業費はそれぞ

れ０.１％となっております。 

   性質別の前年度との比較につきましては、先ほど申し上げました借換債の発行

による公債費は２２億５,３４９万６,０００円で、１７億５,２００万７,０００

円の増、対前年度比３４９.４％の増、操出金は６億７,５９７万５,０００円で、

２億８２７万６,０００円の増、対前年度比４４.５％の増となっておりますが、

基金の繰り替え運用による土地開発基金８,５００万円、地域福祉基金１億２,０

００万円の操出によるものでございます。 

   主な普通建設事業につきましては、決算報告書２ページに列記しておりますの

で、ご覧いただきたいと思います。 

   なお、詳細につきましては決算報告書の３ページから７ページにかけまして、

歳入につきまして款別に順を追って説明をしておりますので、説明を省略させて

いただきます。 

   また、歳出の詳細につきましては、決算報告書の７ページ以降と、別冊でお手

元にお届けをいたしておりますＢ４判横長の資料でございますが、平成１８年度

主要施策の成果として、予算費目の順に事務事業ごとに上げておりますので、説

明を省略させていただきます。よろしくお願いいたします。 

   また、決算書の１８１ペ－ジから１８４ペ－ジにかけまして、公有財産の土地

及び建物の１８年度中の増減ならびに年度末現在高を、また１８５ペ－ジには、

出資金ならびに出損金の年度末状況を、さらに１８６ペ－ジからは、３０万円以

上の重要物品を、１９０ペ－ジには、基金の運用状況を上げておりますので、ご

参照いただきたいと存じます。 

   なお、「土地開発基金」･「用品等調達基金」の運用状況につきましては、別冊

で２枚つづりの調書をお届けいたしておりますので、併せてご参照いただきます
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よう、よろしくお願い申し上げます。 

   以上、平成１８年度一般会計の決算概要を申し上げ、提案説明とさせていただ

きます。 

○議長（寺島健一） この際、申し上げます。 

   ここで、午後１時まで暫時休憩いたします。 

休憩 午前１１時５５分 

再開 午後 １時００分 

○議長（寺島健一） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   青木会計管理者。 

○会計管理者（青木 進） それでは、引き続きまして、提案理由の説明を申し上げ

ます。 

   議第７８号、平成１８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）の決

算概要につきまして、ご説明申し上げます。 

   決算報告書の６４ページをご覧いただきたいと思います。 

   決算収支の状況は、歳入総額が８億５３２万９,２９６円、歳出総額が７億６,

６２７万９,６７０円で、歳入歳出差引額は３,９０４万９,６２６円となりまし

て、実質収支額も同額となっております。ここから前年度の実質収支額を差し引

きますと、単年度収支額は１,００１万９,９０４円の黒字となり、財政調整基金

の利子を調整しますと、実質単年度収支額は１,００２万１,３７９円の黒字とい

うことになります。 

   歳入の主なものといたしましては、国民健康保険税が２億８,５１３万８,８７

６円、国庫支出金が負担金と補助金を合わせまして２億１,２３６万５,００６円、

療養給付費等交付金が１億４,４７５万２,０７８円、一般会計からの繰入金が  

４,５１０万４,３０３円でございます。 

   次に、歳出の主なものといたしまして、保険給付費が５億１,２９５万９,７５

２円で、老人保健拠出金が１億２,０８６万５,２１３円でございます。 

   なお、国保の加入世帯数および被保険者数等につきましては、決算報告書の６

４ペ－ジに記載いたしておりますので、ご覧いただきたいと思います。 

   また、決算書の２１８ペ－ジに財産に関する調書を添付いたしておりますので、

併せてご参照いただきたいと思います。 

   以上、簡単ですが、国保事業勘定の決算の概要を申し上げ、提案説明とさせて

いただきます。 
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   次に、議第７９号、平成１８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）

の決算概要につきまして、ご説明申し上げます。 

   決算報告書は６７ページからでございます。 

   まず、医科の決算収支でございますが、歳入総額が９,００３万１,８２０円、

歳出総額が８,３０５万５,９０２円で、歳入歳出差引額は６９７万５,９１８円

となりまして、実質収支額も同額となっております。ここから、前年度の実質収

支額を差し引きますと、単年度収支額は１５９万１,８６４円の赤字となり、財

政調整基金利子による積立金を調整いたしますと、実質単年度収支額は１５１万 

９６２円の赤字ということになります。 

   歳入の主なものといたしましては、診療収入の７,８９４万９,２４６円であり

ます。 

   歳出では、総務費の４,６７２万９,２６２円でありまして、人件費ならびに施

設管理費でございます。 

   次に、医業費の決算額が３,４２５万７,５０６円で、医薬品ならびに医療用消

耗器材費でございます。 

   以上が、簡単でございますが、医科の内容でございます。 

   次に、決算報告書の６８ページでございますが、歯科の決算収支につきまして

ご説明申し上げます。 

   歳入総額が５,９７３万４,３０１円、歳出総額が５,５４８万３,５８５円で、

歳入歳出差引額は４２５万７１６円となりまして、実質収支額も同額となってお

ります。ここから前年度の実質収支額を差し引きますと、単年度収支額は２７６

万８,１８０円の赤字となりますが、財政調整基金積立金４６８万６,０００円、

さらに基金利子による積立金を調整しますと、実質単年度収支額は１９２万１,

０５４円の黒字となります。 

   歳入の主なものは、医科同様、診療収入の４,１７４万６,５３０円と、繰入金

の９６８万８,０００円でございます。 

   歳出では、総務費が４,１２０万３,１１３円で、人件費ならびに施設管理費な

どでございます。 

   次に、医業費の７８７万８,６９６円でございます。 

   なお、決算書の２４５ペ－ジに財産に関する調書を添付いたしておりますので、

ご参照いただきたいと思います。 

   以上、国保医科・歯科施設勘定の決算概要の説明とさせていただきます。 
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   議第８０号、平成１８年度竜王町老人保健医療事業特別会計の決算概要につき

まして、ご説明申し上げます。 

   決算報告書は、７０ページからでございます。 

   決算収支の状況でございますが、歳入総額が９億５,２８０万１,７３６円、歳

出総額が９億５,３４６万１,１４８円でございます｡ 

   歳入歳出差引額は、６５万９,４１２円の歳入不足となりましたので、翌年度の

歳入を繰上充用したものでございます。 

   歳入の主なものは、支払基金交付金が５億２,１６７万９,３４５円で、これは

社会保険診療報酬支払基金からの交付金でございます。 

   次に、国庫支出金が２億８,２６４万５９円、県支出金が７,６７２万７,２９４

円、一般会計からの繰入金が７,０９０万６,９００円でございます。 

   次に、歳出でございますが、そのほとんどが老人保健医療の医療給付費で、９

億５９６万６８８円でありまして、率にして決算総額の９５.０％でございます。 

   前年度に比べますと、給付額におきましては６.５％の増となり、受診件数にお

きましては３.５％の減となっております。 

   以上、老人保健医療事業特別会計の決算の概要を申し上げ、提案説明といたし

ます。 

   次に、議第８１号、平成１８年度竜王町学校給食事業特別会計の決算概要につ

きまして、ご説明申し上げます。 

   決算報告書は、７２ページからでございます。 

   決算収支の状況でございますが、歳入総額が５,９１３万８,２９１円、歳出総

額が５,８５６万７,３２９円で、歳入歳出差引額は５７万９６２円となりまして、

実質収支額も同額となっております。 

   歳入でございますが、そのほとんどが給食費負担金でございまして、決算額は 

５,８７４万２,９２９円で、歳入総額の９９.３％となっております。 

   次に、歳出でございますが、ほとんどが給食材料費で、決算額が５,７９２万５,

９９１円でございまして、これもまた歳出総額の９８.９％を占めております。

残りは、パンの包装・加工の委託料でございまして、前年度とほぼ同様の状況と

なっております。 

   以上、簡単でございますが、学校給食事業特別会計の決算の概要を申し上げ、

提案説明といたします。 

   次に、議第８２号、平成１８年度竜王町下水道事業特別会計の決算概要につき
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まして、ご説明申し上げます。 

   決算報告書は、７４ページからでございます。 

   決算収支の状況でございますが、歳入総額が７億６,２１４万１,８３３円、歳

出総額が７億２,６１７万４,５４２円で、歳入歳出差引額は３,５９６万７,２９

１円となります。翌年度へ繰り越しました事業に要する財源が、決算書の２８１

ページに記載をいたしておりますが、２,５５０万円でありますので、実質収支

額は１,０４６万７,２９１円になるものでございます。 

   次に、歳入の主なものにつきましてご説明申し上げます。 

   使用料及び手数料の決算額が１億２,３５２万６,８６４円で、国庫支出金が７,

１３０万円で、これは特定環境保全公共下水道事業の国庫補助金でございます。 

   次に、一般会計からの繰入金が２億４,３５０万９,０００円であります。 

   次に、町債が２億６,１６０万円となっております。 

   次に、歳出の主なものといたしまして、農業集落排水事業費の決算額が９３９

万３,３９３円で、殿村・山中処理施設の維持・管理経費でございます。 

   次に、公共下水道事業費の決算額が２億９,６６５万２,５７８円でありまして、

大きいものは管渠築造費でございます。 

   なお、平成１９年度へ公共下水道事業費１億３,５００万円の事業繰り越しをい

たしております。 

   次に、公債費の決算額が４億２,０１２万８,５７１円でございます。 

   なお、決算書の２８２ペ－ジに財産に関する調書を添付いたしておりますので、

後ほどご参照をいただきたいと思います。 

   以上、下水道事業特別会計の決算概要を申し上げ、提案説明とさせていただき

ます。 

   次に、議第８３号、平成１８年度竜王町介護保険特別会計の決算概要につきま

して、ご説明申し上げます。 

   決算報告書は、７６ページからでございます。 

   決算収支の状況でございますが、歳入決算額が４億９,６３８万３,６１４円、

歳出決算額が４億６,５９１万９,０７３円で、歳入歳出差引額は３,０４６万４,

５４１円となりまして、実質収支額も同額となっております。 

   歳入の主なものといたしましては、介護保険料が９,０００万９,５３５円、国

庫支出金が１億１,４９８万８,６４０円、支払基金交付金が１億３,０７４万円、

県支出金が６,５２５万３２０円、一般会計からの繰入金が７,２４９万４,１７
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９円でございます。 

   歳出の主なものといたしましては、保険給付金４億２,３８０万４,８３７円で

ございます。率にして、歳出総額の９１.０％となっております。また、地域支

援事業費が１,５０５万６,９２５円でございます。 

   この地域支援事業費は、介護保険法の改正により、平成１８年度より新たに取

り組みをいたしましたもので、地域包括支援センターを設置し、要介護状態にな

らない予防対策を主に実施し、医療・介護の総合相談、介護予防ケアマネジメン

ト等の事業に要した費用でございます。介護保険財政の安定を図るため、介護給

付費準備基金に基金利子を含め、１,１０２万９,２８３円の積立金でございます。 

   詳細につきましては、決算報告書の８０ページから８４ページにかけまして記

載をいたしております。 

   また、決算書の３１３ページに財産に関する調書を添付いたしておりますので、

ご参照いただきたいと思います。 

   以上、介護保険特別会計の決算概要を申し上げ、提案説明とさせていただきま

す。 

○議長（寺島健一） それでは、ここで決算審査報告をお願いいたします。小林代表

監査委員。 

○代表監査委員（小林德男） それでは、決算審査の結果についてご報告をさせてい

ただきます。 

   これにつきましては、去る９月２８日付をもちまして、『平成１８年度竜王町歳

入歳出決算ならびに竜王町土地開発基金等運用状況審査の結果について』という

ことで町長宛に意見書を提出させていただいたところでございます。これの写し

が皆さまのお手元にあると思いますが、これに基づきましてご報告申し上げます

ので、よろしくお願いを申し上げます。 

   まず最初に、１番目といたしまして審査の対象でございますが、平成１８年度

竜王町一般会計歳入歳出決算および関係書類ほか１８項目、都合１９項目の関係

書類を審査の対象といたしました。 

   ２番目に、審査の期日でございますが、一般会計につきましては、７月４日を

はじめといたしまして都合７日間、特別会計につきましては、７月６日をはじめ

といたしまして都合４日間実施をさせていただいたところでございます。 

   ３番目といたしまして、審査の方法でございますが、町長より審査に付されま

した平成１８年度各会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収
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支に関する調書および財産に関する調書につきまして、関係職員の説明を聴取し

ながら、計数の正確性および収入・支出の事務が法令に基づいて適正に処理され

ているかを確かめますとともに、関係諸帳簿および証拠書類と照合精査を行い、

また予算執行状況の適否等についても慎重に審査を行ったところでございます。 

   次に、４番目といたしまして、決算の概要について申し上げます。すべて千円

単位で申し上げます。 

   まず最初に、一般会計でございますが、初めに財政状況について申し上げます。 

   平成１８年度一般会計の決算状況は、第１表のとおりでございます。 

  歳入決算額は６９億８,６３７万１,０００円、歳出決算額は６７億１,４６０万２,

０００円となりました。歳入歳出差引額は２億７,１７６万９,０００円となりま

した。 

   これを前年度比較で見ますと、歳入は１７億２,７６６万７,０００円、率にい

たしまして３２.９％の増加となりました。歳出につきましては、１６億７,９４

１万３,０００円、同じく３３.４％の増加となりまして、歳入歳出とも大幅に増

加した結果となっております。 

   歳入についての前年度比較では、地方譲与税、地方特例交付金、国庫支出金、

県支出金、町債等が増加しましたが、繰入金、繰越金、諸収入、地方交付税等が

減少をいたしております。 

   また、歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源８２３万３,０００円を差

し引きいたしました実質収支額においては、２億６,３５３万６,０００円の黒字

となっております。 

   一方、前年度の実質収支額２億１,０３４万３,０００円を差し引きしました単

年度収支額においては、５,３１９万３,０００円の黒字となっており、これに積

立金ならびに積立金取り崩し額を調整した実質単年度収支額においては、８,７

０９万４,０００円の黒字決算となりました。 

   歳入に占めます自主財源につきましては、４０億８９万７,０００円、全体の構

成比といたしまして５７.２％となりました。これは、前年度比較で金額は２億

４,０６０万８,０００円の減少、構成比につきましても２３.５ポイント減少し

た結果となっております。 

   自主財源のうち町税収入につきましては、３１億２,００１万５,０００円とな

っておりまして、歳入全体に占めます割合は４４.７％となりました。前年度に

比較いたしまして、金額は１,９１３万４,０００円の減少となり、構成比につき
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ましては、全体の歳入額が増加したこともありまして、１５.０ポイントと大幅

に減少をいたしております。 

   町税減少の主な要因は、法人町民税が前年度と比較いたしまして９,９１５万８，

０００円減少したことおよび町たばこ税が１,５９９万２,０００円減少したこ

とによるものであります。法人町民税につきましては、町内特定企業の減少によ

るものであります。 

   一方で、個人町民税が２,７０２万６,０００円、率にいたしまして５.９％およ

び固定資産税が６,８３１万１,０００円、同じく４.０％、それぞれ増加した結

果となっております。固定資産税につきましては、特定企業の償却資産の増加に

よるものであります。 

   また、国・県支出金等の依存財源につきましては、２９億８,５４７万４,００

０円、構成比で４２.８％となりました。前年度に比較いたしまして、１９億６,

８２７万５,０００円の大幅な増加となっておりますが、これは借換えに伴いま

す町債発行分１７億１,４９０万円が歳入額に加算されているためであります。 

   歳出では、予算現額６８億４,５３４万円に対しまして、決算額は６７億１,４

６０万２,０００円となりましたが、決算額の前年度比較では、金額で１６億７,

９４１万３,０００円、率にいたしまして３３.４％と、金額・率とも大幅に増加

をいたしております。 

   また、歳出の予算現額に対します不用額は、金額で１億２,１６７万円、率にし

て１.８％となっております。 

   款別の歳出状況では、公債費が金額・率とも最も多く、次いで民生費、教育費、

総務費の順となっております。これを前年度比較で項目別に見ました場合、予備

費を除いて、１３項目中増加は７項目、減少は６項目であります。項目別には、

公債費、土木費、教育費等が増加しておりまして、農林水産業費、商工費、諸支

出金等が減少をいたしております。 

   この中で、主な増減項目を見てみますと、まず１番目に農林水産業費でござい

ますが、決算額は５億４,１００万９,０００円で、前年度比較１億７,１８３万

３,０００円の大幅な減少となりました。減少の主な要因は、国営日野川地区土

地改良負担金が前年度と比較いたしまして１億６,０６０万１,０００円減少し

たことによるものであります。農林水産業費の歳出総額に占めます割合は８.

０％でありました。 

   ２番目に、公債費でございます。決算額は２２億５,３４９万６,０００円とな
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りました。前年度に比較いたしまして、金額で１７億５,２００万７,０００円と

大幅に増加をいたしております。増加しました要因につきましては、町債の借換

えに伴いまして、既往の借入分を一旦全額返済したことによる支出金であります。

借換えに伴います支出金額は１７億１,６４３万１,０００円でございます。公債

費の歳出総額に占めます割合は３３.６％でありました。 

   なお、借換えに伴います支出金額を除いた正味の支出金額を見てみますと、５

億３,７０６万５,０００円とありまして、歳出総額に占める割合は１０.７％と

なります。 

   ３番目に土木費でございますが、決算額は４億７,７８９万５,０００円となり

まして、前年度比較で９,２６４万１,０００円の増加となりました。増加の主な

要因は、町道エビス線新設に伴います費用９,２８８万５,０００円の支出による

ものであります。土木費の歳出総額に占めます割合は７.１％でございました。 

   ４番目に、教育費であります。決算額は６億８,９１８万８,０００円となりま

して、前年度比較で７,５４８万８,０００円の増加となりました。増加の主な要

因は、中学校校舎大規模改造工事に伴います費用９,６５９万２,０００円の支出

によるものであります。教育費の歳出総額に占めます割合は１０.３％でござい

ました。 

   一方、性質別の歳出状況を見ますと、義務的経費につきましては、町債の借換

えに伴います一括返済分の支出があったことにより、大幅に増加をしております。

また、その他経費は増加いたしましたが、投資的経費については減少をしており

ます。物件費等の諸経費につきましては、節減に向けて努力されている跡は見受

けられました。今後とも、経費節減と効率的な財政運営に一層努力されることを

期待をいたします。 

   次に、主な指標について申し上げます。 

   まず１番目に、財政力指数でございます。財政力を判断する指数として用いら

れておりまして、この指数が高いほど財源に余裕があるとされており、この数値

が単年度で１を超えますと、普通交付税の不交付団体になります。当町の財政力

指数は、平成１８年度で見ますと、単年度の指数が１.２７１となっておりまし

て、この結果、当年度も普通交付税の不交付団体となっております。 

   ２番目に、経常収支比率でございます。財政構造の弾力性を判断する指標とし

て用いられまして、通常７５％程度に収まるのが妥当と考えられておりまして、

この数値が高いほど財政が硬直化していると言えます。平成１８年度につきまし
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ては、経常一般財源となります地方譲与税が増加したことおよび経常的経費充当

一般財源であります人件費、維持補修費および補助費が減少したことにより、比

率が低下した結果となっております。 

   ３番目に、公債費比率でございますが、財政構造の健全性を保っていくために

は、通常、この比率が低いことが望ましいとされています。平成１８年度につき

ましては、実質公債費比率は比率算出の分母となります標準財政規模が前年度と

比較いたしまして減少したことから、上昇をしております。また、起債許可制限

比率につきましては、借換えに伴います償還額が減少したことにより、比率が低

下した結果となっております。 

   ４番目に、町債残高についてございます。町債の残高は、一般会計・特別会計

の合計で１２８億６,６３２万３,０００円となりました。前年度と比較いたしま

して９５０万２,０００円減少した結果となっております。主な会計別の増減の

内訳は、一般会計で２,８１７万７,０００円減少いたしておりますが、下水道特

別会計で２,１５２万２,０００円増加をいたしております。 

   平成１８年度中の起債及び償還につきましては、一般会計では起債額が３億４,

６２０万円、償還額は３億７,２８４万８,０００円、これはいずれも借換分を除

いた数字でございます。特別会計につきましては、起債額２億６,１６０万円、

償還額２億４,２９２万５,０００円であります。 

   一般会計におけます年度中の起債の内訳につきましては、臨時財政対策債で１

億９,０２０万円、町民税等減税補てん債で３,０２０万円、臨時地方道整備事業

債で７,９５０万円、中学校大規模改造事業債で４,６３０万円となっております。 

   また、特別会計におけけます起債は、公共下水道事業に伴います発行分２億６,

１６０万円であります。 

   次に、町税の収入未済額および不納欠損状況について申し上げます。 

   平成１８年度の町税の収入未済額は、合計で９,０９９万６,０００円となって

おります。これは、前年度に比較いたしまして１,６０３万９,０００円と大幅に

増加した結果となっております。増加額の科目別内訳は、個人町民税で５１８万

７,０００円、法人町民税で６万円、固定資産税で１,０４４万２,０００円およ

び軽自動車税で３５万円、それぞれ増加をしております。 

   収入未済額につきましては、日頃から担当課を中心に減少に向けて努力されて

いるところでありますが、当年度の場合、特に個人町民税および固定資産税にお

きまして、上記のとおり収入未済額が大幅に増加しておりますことから、その原
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因を十分に調査し、減少に向けての実効ある対策を講じられることが必要である

と判断をいたします。 

   なお、平成１８年度の不納欠損処理額は、金額で１０６万５,０００円となって

おります。処理につきましては、税法の規定に基づきまして各々適正に処理され

ていることを認めました。 

   以上が一般会計の概要でございます。 

   次に、２番目といたしまして、特別会計について申し上げます。 

   平成１８年度特別会計の決算状況は、第１４表のとおりでございます。歳入決

算額は、６会計合計で３２億２,５５６万１,０００円となりましたが、これは前

年度に比較いたしまして４,３０９万６,０００円、率にいたしまして１.３％の

減少となりました。歳出決算額は３１億８９４万１,０００円で、前年度と比較

いたしまして８,６０９万円、同じく２.７％の減少となりました。歳入歳出とも

減少した結果となっております。 

   次に、個別の各会計ごとに概要を申し上げます。 

   １番目に、国民健康保険事業特別会計（事業勘定）でございます。決算額は歳

入総額で８億５３２万９,０００円、歳出総額で７億６,６２７万９,０００円と

なりました。歳入歳出差引額３,９０５万円を翌年度に繰り越した決算となりま

した。これを前年度比較で見ますと、歳入歳出とも増加をいたしております。 

   増加の主な項目は、歳入では、共同事業交付金、療養給付費等交付金、繰越金

等でありまして、歳出では、共同事業拠出金、老人保健拠出金等が増加をいたし

ております。 

   また、平成１８年度の保険料の収入未済額は５,３０７万６,０００円となって

おりまして、前年度比較で８１３万円増加をしておりますが、前年度に続きまし

て大幅に増加した結果となっておりますので、この原因について調査を行い、実

効ある対策を立案される必要があるものと判断をいたします。 

   ２番目に、国民健康保険事業特別会計（施設勘定）でございますが、医科の決

算額は歳入総額９,００３万２,０００円、歳出総額８,３０５万６,０００円とな

りまして、歳入歳出差引額６９７万６,０００円を翌年度に繰り越した決算内容

となりました。 

   歯科の決算額は、歳入総額で５,９７３万４,０００円、歳出総額で５,５４８万

３,０００円となりまして、歳入歳出差引額４２５万１,０００円を繰り越した決

算内容となっております。医科・歯科両施設とも、歳入歳出いずれも前年度比較
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において減少をいたしております。 

   ３番目に、老人保健医療事業特別会計でございます。決算額は歳入総額で９億

５,２８０万２,０００円、歳出総額は９億５,３４６万１,０００円となりまして、

歳入歳出差引額で６５万９,０００円の赤字決算となったため、赤字額を翌年度

の繰上充用金にて補てんした結果となっております。歳入歳出額とも前年度と比

較して増加をしておりますが、内容的には、医療給付費におきまして、件数では

前年度比較で３.５％減少しているものの、給付額におきまして６.５％増加をし

ていることから、１件当たりの給付額が増加しているものと推測することができ

ます。 

   ４番目に、学校給食事業特別会計でございますが、決算額は歳入総額５,９１３

万８,０００円、歳出総額５,８５６万７,０００円となり、歳入歳出差引額は５

７万１,０００円となっております。歳入歳出総額とも前年度に比較して減少を

いたしております。 

   ５番目に、下水道事業特別会計でございます。決算額は、歳入総額７億６,２１

４万２,０００円、歳出総額は７億２,６１７万５,０００円となりまして、歳入

歳出差引額３,５９６万７,０００円を翌年度に繰り越しております。 

   平成１８年度末におけます使用料の収入未済額につきましては、５８５万５,

０００円となっておりまして、前年度末と比較いたしますと２３万１,０００円

の増加となっております。 

   一方、町債の発行残高は、平成１８年度末現在で５５億８,７３５万２,０００

円となっておりまして、前年度末比較で２,１５２万２,０００円の増加となりま

した。 

   本特別会計の町債残高は、事業の進捗とともに増加をしておりますが、下水道

事業の普及に伴うものであり、やむを得ないものと言えますが、財政状況が極め

て厳しくなっている状況でもあり、今後の運営につきましては十分な留意が必要

と考えます。 

   なお、平成１９年３月末におけます当町の下水道普及率は、農業集落排水事業

も含めて７６.７％でありまして、滋賀県全体の８２.２％に比べますと、５.５％

低くなっております。 

   ６番目に、介護保険特別会計でございます。歳入総額は４億９,６３８万４,０

００円、歳出総額は４億６,５９１万９,０００円となりまして、歳入歳出差引額

３,０４６万５,０００円を翌年度に繰り越しております。歳入歳出額とも前年度
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比較で増加をいたしております。 

   以上が、各特別会計の概要でございます。 

   次に、５番目といたしまして、基金残高について申し上げます。 

   平成１８年度末の基金残高につきましては、第１９表のとおりであります。残

高は１１億４,９７８万円となりまして、前年度末に比較いたしまして９,０２８

万８,０００円増加をしております。 

   増減の内訳を基金別に見ますと、財政調整基金で３,３９０万１,０００円、減

債基金で４,００８万３,０００円、介護保険給付費準備基金で１,１０２万９,０

００円、国民健康保険事業（歯科）財政調整基金で４６８万９,０００円、それ

ぞれ増加しているのが主な増加項目であります。 

   また、前年度比較におきまして減少した基金はありませんでした。 

   いずれの基金につきましても、当町の重要な財産として確実な運用がなされて

いることを認めました。 

   次に、６番目といたしまして、一時借入金の状況でございます。平成１８年度

中の一時借入金は、第２０表のとおりでございます。当年度の最高残高は４億円

で、内訳はすべて一般会計における借り入れとなっておりまして、当年度の一時

借入限度額１７億４,０００万円、うち一般会計は１０億円でございます。この

範囲内で調達をされていました。 

   なお、一時借り入れのために要しました１８年度分の支払利息は、合計で１３

万６,８２１円となっております。 

   ７番目といたしまして、土地開発基金の運用状況について申し上げます。平成

１８年度末の土地開発基金の運用状況は、第２１表のとおりでございます。残高

は２億４,８３９万８,０００円となっておりまして、前年度末と比較いたしまし

て２２万円の増加となりましたが、増加の内訳は基金の受取利子を積み立てした

ものであります。 

   平成１８年度末におけます土地の現在高は３万１,４９６.１５㎡となっており

まして、年度中の増減はありませんでした。 

   土地現在高の内訳は、農林公園用地が８９２㎡、農林公園施設用地が１万９,

９７６㎡、診療所用地で１,２７０㎡、篠原駅周辺整備用地で１,４１７.１５㎡、

その他７,９４１㎡となっております。 

   なお、本基金にて保有している土地の中で長期間動きがなく、今後も開発され

る見込みが見られないような土地がありますが、このような土地が土地開発基金
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の中にあることは、基金の趣旨を考えると疑問を感じるところであります。個別

の土地につきまして検証をした上で、開発予定のない土地につきましては、行政

財産へ移管した上で処分方法を検討されることが必要ではないかと考えます。 

   貸付金は、一般会計に対する貸付金８,５００万円であります。 

   なお、平成１８年度末におけます土地開発基金に属します現金の現在高は５,

８２９万４,０００円となっておりまして、確実に運用されていることを認めま

した。 

   最後に、総括意見を申し上げます。 

   以上が、平成１８年度の歳入歳出決算ならびに竜王町土地開発基金等の運用状

況についての決算概要でございます。 

   一般会計につきましては、町債の借換えに伴います歳入歳出が加算されていま

したことから、歳入歳出とも前年度の比較において大幅に増加した結果となって

おりますが、これを除いた歳入総額について見てみますと、５２億７,１４７万

１,０００円となりまして、前年度比較で１,２７６万７,０００円の増加となっ

ております。 

   また、同じく歳出総額は４９億９,８１７万１,０００円となりました。前年度

比較で３,７０１万８,０００円の減少となっております。 

   このように、借換えに伴います歳入歳出を除外した正味の歳入歳出総額におき

ましては、ほぼ前年度並みの結果であると見ることができます。 

   内訳といたしましては、歳入面では、地方譲与税、地方特例交付金、国庫支出

金、県支出金等が増加しましたが、繰入金、繰越金、諸収入等が減少をいたして

おります。歳出面では、公債費、土木費、教育費等が増加しており、農林水産業

費、諸支出金等が減少をしております。 

   このような状況の中で、決算状況につきましては、減額補正すべきものができ

ておらず、結果として不用額の発生に結びついたものや、前年度の国庫補助金で

精算の結果、返還すべきものを期日を失念していたため延滞金が発生したものが

ありました。これらを除きましては、全体的に適切に運営されていると見受けま

した。 

   審査にあたりまして、関係諸帳簿との照合、計数の確認ならびに各会計の予算

執行状況について慎重に審査を行いましたが、その結果、特に指摘すべき事項は

見当たりませんでした。 

   また、審査を通じて、各会計とも諸経費の節減に向けて努力されていることは
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感じることができました。 

   なお、平成１８年度の場合、歳入歳出総額の中には、前述しましたとおり、町

債の借換えによります金額が加算されており、今回の意見書で使用しました各種

比率等の数値についても、これが加味されたものがあることを十分理解しておく

必要があるものと考えます。 

   ここで、ちょっと補足をさせていただきます。 

   今、各種比率等と申し上げましたが、いろんなこの意見書の中に表を添付をさ

せていただいております。全体で２１ほどの表があったと思います。この中で、

例えば第１表で言いますと、増減率であるとか、あるいは対比の率であるとか、

構成比、こういった数値を算出をしております。こういったものが該当をすると

いうことでございます。 

   ただし、第８表の財政力指数、それから第９表の経常収支比率、第１０表に載

せております実質公債費比率、起債許可制限比率、この表を出しておりますが、

これにつきましては、財政担当課の方からちょうだいした数値でありまして、こ

れにつきましては、もともとの率を出していただく時に、その数値は除外をされ

ていると、こういうことであります。どうぞ、この点につきましてご理解をお願

いを申し上げておきます。 

   本題に戻らせていただきます。 

   同時に、この借換えにつきましては、今後の公債費の増加に対応するため実施

されたものでありますが、このことも含めて、今後の財政運営を考えた場合、１

番目に、基本的には、歳入面は今後も年々厳しさを増してくること。２番目とい

たしまして、経常経費の増加に伴い、歳出面では増加傾向が続くこと等、財政の

硬直化を進める要因が潜在化していることを念頭に置いて財政運営に取り組ん

でいくことが必要であり、そのためには、予算の作成段階から歳出面全般につき

まして従来の感覚や前例にとらわれず、いま一度抜本的に個々の支出について必

要性の検討を徹底した上で取り組みをすることが必要であると考えます。 

   次に、今回の審査を通じまして気づいた事項につきまして申し上げます。 

   最初に、土地開発基金の運用についてでございます。土地開発基金の運用状況

につきましては、前述したとおりでありますが、保有している土地の中で長期間

経過し、今後も開発される可能性が低いと思われる土地が見られます。このよう

な土地が今後も本基金にて放置された場合、土地開発基金としての趣旨を考えた

時、極めて疑問を感じるものであります。 
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   したがいまして、いま一度、本基金において保有している土地につきまして、

個別に当初保有した目的、今後の開発予定等を検証した上で、開発予定のない土

地につきましては、行政財産へ移管した上で処分方法を検討されることが必要で

あると判断をいたします。 

   また、本基金は資金総枠を設定した上で、その中から開発土地の取得を行って

いるものでありますが、土地、貸付金、現金等の中身を見た時、数年前に土地を

取得した以外は、ほぼ動きがない状態となっております。 

   このような状況を考えた時、資金の効率化を含め、当町の土地開発基金の制度

そのものや今後のあり方について見直す時期が到来しているのではないかと考

えます。この点について、ご検討いただくことを期待いたしまして、問題提起と

させていただきます。 

   ２番目に、業務の効率化対策についてでございます。 

   当町の人件費を見ますと、臨時職員の人件費や法定福利費を含めた総人件費は

過去２年間で大幅に減少をしておりまして、１８年度を見ました場合、前年度比

較で４,３８２万６,０００円の総人件費が減少しており、人件費削減に取り組ま

れた成果があらわれているものと言えます。 

   このことは、当町正職員数の減少、あるいは正職員の減少を臨時職員で補充等、

人員削減の施策の実施により、総人件費の減少に結びついたものであることが言

えます。 

   このように、職員数が減少した中で、当町全体の業務量が減少しないとすれば、

職員１人当たりの業務量は当然増加をしてきますが、住民サービスに対する質や

各部署における各種業務内容の質を低下させることなく業務を遂行していくた

めには、各種の業務に対する効率化が避けて通れないものでありまして、これを

放置した場合、人件費は減少したものの、業務の質の低下や住民に対するサービ

スの質の低下が発生することになりかねない危惧を感じます。 

   このような観点から、業務に対する効率化への現在の取り組み状況、また今後

の予定施策等について聴取をいたしましたが、残念ながら明確な取り組み姿勢や

今後の方針を持って取り組んでいると感じることができませんでした。 

   したがいまして、今後は、各部署におきまして業務の効率化をどのように進め

るかという明確な目標を持ち、これを実現するための具体的施策を進めていくこ

とが自律推進でもあると考えます。 

   したがって、このことを十分認識をしていただき、今後の業務の効率化に取り
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組んでいただくことを期待いたしまして、問題提起とさせていただきます。 

   ３番目に、収入未済額の減少対策についてでございます。 

   平成１８年度末におけます収入未済額は、町税・国民健康保険税・下水道使用

料・介護保険料の合計で１億５,３４８万２,０００円となっておりまして、前年

度と比較いたしますと２,４５３万２,０００円増加した結果となっております。 

   項目別の内訳を見ますと、個人町民税、固定資産税および国民健康保険税が特

に大幅に増加しており、３項目の増加額は２,３７５万９,０００円となりまして、

全体の増加額の大部分を占めておりますが、中でも国民健康保険税は２年連続で

大幅に増加をしております。 

   未収金対策につきましては、日頃からきめ細かい対策を実施されるよう申し上

げているところであり、担当課におきましてもそれなりの対策を検討されている

ようでありますが、ポイントは、１点目といたしまして、滞納発生時の初期動作

を早く行うことが重要であり、このことを徹底をすること。２つ目が、自動振替

口座から期日に引き落としができなかった情報については、遅くとも期日の２日

後までには担当課長のもとに集まるシステムを確立することが必要であり、これ

が滞納整理の第一歩であることを認識し、徹底しないと、タイミングのよい督促

活動ができない。このことが重要であります。 

   したがいまして、以上の点を徹底した上で、個別のケースごとに具体的な対応

策を立案することが必要であり、このことを十分認識した上で実効ある対策を実

施される必要があるものと考えます。 

   以上、今回の審査を通じて気づいた点について申し上げましたが、平成の大合

併が進展する中で、地方分権改革や行財政改革の進展に伴い、自治体の財政面へ

の影響がますます懸念されることが見込まれます。 

   このような状況の中で、当町が当町独自の特徴ある施策を実施していきながら、

一方では、歳入歳出面のみならず、内容的にもバランスのとれた財政運営を目指

して努力され、最終的には住民の福祉向上に寄与するよう努力されることを期待

いたしまして、総括意見といたします。 

   以上でございます。 

○議長（寺島健一） 引き続き、提案理由の説明をお願いします。山口町長。 

○町長（山口喜代治） 続きまして、議第８４号から議第８７号までの４議案につき

まして提案理由を申し上げます。 

   議第８４号の町道路線の認定につきましては、竜王インターチェンジ周辺の「イ
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ンターチェンジ活用産業振興」の施策を推進すべく、新規認定をお認めいただく

ものでございます。 

   ご高承のとおり、竜王町においては「個性溢れるたくましいまちづくり」を、

「住宅地施策」「中心核整備」「インターチェンジ活用産業振興」の３本の柱で推

進しております。 

   この中の「インターチェンジ活用産業振興」の取り組みにおいて、竜王インタ

ーチェンジ周辺の土地におきましては、去る８月、近江観光から約１６ｈａの土

地の寄附を受けてきました。 

   この土地は、西部鉄道がリゾート計画に基づき開発しようとした土地でありま

すが、事業計画の断念から、土地の有効活用とのことから、土地の寄附を受けた

ところであります。 

   本町としては、この土地の利活用につきましては、公共的な施設の用地として

現在計画検討しているところであります。 

   また、町有地に隣接して民間の商業施設の開発計画が平成２２年春オープンに

向け、事業の推進が図られております。 

   このような、竜王インターチェンジ周辺においては産業の活性化の兆しが見え

てきており、竜王インターチェンジ供用開始後、実に２６年有余の年を経て、西

の山の明かりが見えてきたところであります。 

   このような状況の中、町有地を含めた、これらの土地利用計画を実現するため

の一番重要な取り組みは道路の整備であります。道路整備にあたっては、町有地

への進入道路でありますとともに、インターチェンジ周辺の混雑を避けるための

バイパス的な役割を担います。 

   このようなことから、道路の位置づけとして、今回、町道薬師砂山線について

新規認定をお願いするものであります。 

   以上、簡単でありますが、説明とさせていただきます。 

   次に、議第８５号、八日市衛生プラント組合規約の変更につきましては、地方

自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定により、八日市衛生

プラント組合規約を次のとおり変更することについて、関係地方公共団体が協議

することにつき、同法第２９０条の規定により、議会の議決をいただきたく提案

理由を申し上げます。 

   布引斎苑組合を解散し、八日市布引ライフ組合に統合を図るため、八日市衛生

プラント組合規約を変更することについて協議いたしたく、本議案を提出させて
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いただくものであります。 

   今回、変更いたします「八日市衛生プラント組合規約」につきましては、最近

における社会経済情勢にかんがみ、１市３町で構成しております一部事務組合に

おきましても、町の厳しい財政状況の中で、事務の効率化、経常経費の削減が求

められており、両組合の統合を行うため、八日市衛生プラント組合規約の一部を

変更するものであります。 

   変更の主な内容につきましては、組合の名称を「八日市衛生プラント組合」か

ら「八日市布引ライフ組合」に変更し、組合の共同処理する事務について、埋葬

等に関する法律の規定による火葬場の設置、経営及び管理に関する事務を追加す

るものです。 

   次に、議第８６号、布引斎苑組合の解散につきましては、地方自治法（昭和２

２年法律第６７号）第２８８条の規定により、平成２０年３月２日をもって布引

斎苑組合を解散することについて、関係地方公共団体が協議することにつき、同

法第２９０条の規定により議会の議決をいただきたく、提案理由を申し上げます。 

   布引斎苑組合と八日市衛生プラント組合は、その共同処理する事務の統合を図

るため、布引斎苑組合を解散することについて協議いたしたく、本議案を提出さ

せていただくものであります。 

   今回解散いたします「布引斎苑組合」につきましては、最近における社会経済

情勢にかんがみ、１市３町で構成しております一部事務組合におきましても、町

の厳しい財政状況の中で、事務の効率化、経常経費の削減が求められております。

八日市衛生プラント組合と統合を行うため、布引斎苑組合を解散するものでござ

います。 

   次に、議第８７号、布引斎苑組合の解散に伴う財産処分につきましては、地方

自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８９条の規定により、平成２０年３月２

日をもって布引斎苑組合を解散することに伴い、同組合の財産を八日市布引ライ

フ組合に帰属させることについて、関係地方公共団体が協議することにつき、同

法第２９０条の規定により議会の議決をいただきたく、提案理由を申し上げます。 

   布引斎苑組合が八日市布引ライフ組合と統合することにより解散するため、布

引斎苑組合の財産を八日市布引ライフ組合に帰属させるものであります。 

   以上をもちまして、議第６６号から議第８７号までの２２議案につきまして、

順を追って提案理由を申し上げましたので、よろしくご審議を賜りご承認いただ

きますようお願い申し上げ、提案理由といたします。 
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○議長（寺島健一） 以上で、提案理由の説明が終わりました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第２５  議員派遣について 

○議長（寺島健一） 日程第２５ 議員派遣についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。会議規則第１１９条の規定により、お手元に配付のとおり

議員を派遣することにいたしたいと思います。なお、緊急を要する場合は議長に

おいてこれを決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

［｢異議なし｣の声あり］ 

○議長（寺島健一） ご異議なしと認めます。よって、本件はそのように決定いたし

ました。なお、派遣された議員は、派遣の結果を議長まで報告いただくようお願

いいたします。 

 本日の議事日程は、これで全部終了いたしました。 

 これをもって本日の会議を閉じ、散会いたします。大変ご苦労さまでございま

した。 

散会 午後２時１４分 

 


